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テキストボックス
第１回　都市の個性の確立と質や価値の向上に関する懇談会



○ 都市再生特別地区を活用したまちづくり
・各拠点における取組の全体像

・大丸有（官民協働のまちづくり）

・日本橋（歴史と文化と調和したまちづくりと日本橋川の再生）

・渋谷（駅改良に合わせた複数の開発プロジェクトによる基盤整備）

○ 都市開発におけるみどりの創出
・東京グリーンビズ

・これまでの都市再生での取り組み

○ リノベーション等により地域の個性を生かした再生まちづくり
・街区再編まちづくり制度

・リノベーションによるまちづくりの検討

東京の都市づくりの動向
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世界から人とモノが集まり、魅力と活力にあふれたまちづくり 戦略９都市機能を高め、世界を魅了

成熟都市として一段と質の高い成長を遂げるため、ターミナル駅周辺等における拠点形成や都心部から臨海部のまちづくりに
加え、既存ストックを活用し、「個性」に着目した地域づくりを推進
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現在、事業進行中の

ターミナル駅周辺等のまちづく
り

◆池袋
• 劇場やホール、サブカ
ルに関する施設の集
積等による国際アー
ト・ カルチャー都市
• 駅前広場、東西連絡
通路等の整備

◆新宿
• 国内外の人・モノ・情報
が集まり、交わる国際
交流拠点
• 駅、駅前広場、駅ビル
等の一体的な再編、
線路上空への歩行者
デッキの新設、
西新宿地区における緑
が心地よい人中心の
都市空間の再編等

新宿グランドターミナルの
再編イメージ

◆渋谷
• ファッションやエンターテイメ
ントなど、先進的な文化
の発信拠点
• 駅機能強化にあわせた
バリアフリー動線や歩行
者デッキの整備等

縦動線や歩行者
デッキのイメージ

◆品川
• リニア、羽田など広域アク
セスの利便性を生かし、
ＭＩＣＥ拠点等が整備
された国際交流拠点
• 京急線の地平化や国道
15号上空デッキの新設等

国道15号上空デッキ
のイメージ

虎ノ門一丁目東地区
完成イメージ

• 国際色豊かな業務、
商業機能や外国人向け
生活支援施設等が充実
した国際ビジネス拠点
• 駅を中心とした交通結節
機能の強化

◆東京
〇大手町・丸の内
• 豊かな緑と美しい景観を備えた
風格ある国際的なビジネス拠点
• 超高層ビルの整備にあわせた
大規模広場や地下歩行者
ネットワーク等の整備

◆日本橋・八重洲
• 日本橋川の水辺環境等
が生かされた国際的な
商業・観光エリア

• 首都高日本橋地下化に
あわせた日本橋川沿いの
水辺に顔を向けたまちづ
くり

大手町地区（常盤橋街区）
完成イメージ

◆神宮外苑
• にぎわいと緑豊かで風格
と活力を兼ね備えた世界
に誇れるスポーツ拠点

• スポーツ施設の更新や公
園、広場等の再編整備

神宮
外苑

築地

晴海

日本橋
八重洲

◆六本木・虎ノ門

【主な拠点の将来像・取組】

魅力と活力あふれる拠点を形成

◆臨海部
• 都心部との近接性、東京2020大会の
レガシーの集積等の強みを生かした、
持続的成長を牽引する未来創造域
• 都心部～臨海部のまちづくりの推進

池袋駅東西歩行者
デッキのイメージ

神宮外苑の整備イメージ

台場

有明

首都高地下化後の
日本橋を臨むイメージ

（画像提供）三菱地所株式会社

※再開発の計画は現時点の情報
を基に作成したイメージです。

出典：首都高速道路株式会
社

（画像提供）東急不動産株式会社

（画像提供）豊島区

〇有楽町
• 多くの機能が融合し、ＭＩＣＥ
拠点も備えた国際ビジネス、都市観光拠点
• 旧都庁舎跡地を活用し、公民連携による回遊性の
高いまちづくり

（出典）関東地方整備局HP

「未来の東京」戦略version up2024
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○ 官民協働で、まちの将来像、ルール、整備手法を検討し、ガイドラインを作成

大手町・丸の内・有楽町（民間との協働・支援によるまちづくり）

大手町： 国際金融拠点機能や通信基盤を活か
した新産業創造・国際ビジネスハブ

丸の内： 経済中枢機能の集積や業務中枢機能
の高度化・高質化によるビジネス拠
点と国際交流拠点

有楽町： 文化・芸術・交流・商業等の融合、
国際ビジネス・観光拠点

（出典）一般社団法人大手町丸の内有楽町まちづくり協議会パンフレット

（出典）大手町・丸の内・有楽町地区まちづくりガイドライン2023 （出典）一般社団法人大手町丸の内有楽町まちづくり協議会パンフレット

容積率移転による未利用容積の活用と景観形成
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○ 常盤橋街区再開発プロジェクト（2028年竣工予定）

大手町・丸の内・有楽町

丸の内

大手町 日本橋

東京駅

有楽町

②

①

① ②
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地下：
下水ポンプ場

地下：
変電所
都市計画駐車場

常盤橋公園の再整備

Torch Tower
事務所、店舗、
ホテル、ホール

常盤橋タワー
事務所、店舗、

■計画建物のイメージ（北東側から望む。）

○ 常盤橋街区再開発プロジェクト（2028年竣工予定）

大手町・丸の内・有楽町

● 東京駅日本橋口前に大規模広場を整備

● エリアの核となる2000席級の大規模ホール

● 築50年近く経過した、都市施設の更新・再構築
（下水道ポンプ場・変電所・都市計画駐車場）

■にぎわいと交流を創出する大規模広場の整備（約７，０００㎡）

（出典）「都市再生特別地区（大手町地区(D-1街区)）都市計画（素案）の概要」 6（出典）三菱地所株式会社提供



大手町・丸の内・有楽町（民間との協働・支援によるまちづくり）

サステイナビリティ
R＆D･環境共生

再構築･まちづくり
地権者合意形成

エリアマネジメント
運営

○ 行政と連携しながら、地権者等がエリアマネジメントを実践

一般社団法人大手町丸の内有楽町まちづくり協議会より提供

東京都
大丸有
まちづくり
懇談会

ＮＰＯ法人
(2002年都NPO認証取得)

都市再生推進法人

大丸有
エリアマネジメント協会

（リガーレ）

一般社団法人

(2007年設立)

大丸有環境共生型
まちづくり推進協会

（エコッツェリア協会）

一般社団法人／
都市再生推進法人

(1988年設立)

大手町･丸の内･
有楽町地区

まちづくり協議会

（大丸有協議会)

千代田区

JR
東日本
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日本橋周辺

日本銀行

東京駅

日本橋

日本橋一丁目中地区
（2026年度竣工予定）

日本橋二丁目地区
（2021年竣工） 8

八重洲一丁目北地区
（2031年度竣工予定）

日本橋一丁目１・２番地区
（2034年度竣工予定）

日本橋室町一丁目地区
（2030年度竣工予定）

日本橋一丁目東地区
（2038年度竣工予定）

日本橋室町東地区
（2014年竣工）

文化財の保全や街並み形成を行うプロジェクト
首都高速の地下化に合わせ日本橋川沿いに賑わいを創出するプロジェクト
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日本橋周辺

再整備された「福徳神社」 9

歴史や文化と調和し、表通りの歩行者空間と街区内の路地空間とが有機的に結ばれた
魅力のあるまちづくり

江戸時代の雰囲気を再現した舗装や照明
（日本橋室町東地区（コレド室町））

重要文化財の保全・利活用（日本橋高島屋）

文化財の保全や街並み形成を行う再開発プロジェクト



日本橋周辺

10
（出典）「都市再生特別地区（日本橋一丁目中地区） 都市計画（素案）の概要」 （出典）「都市再生特別地区（八重洲一丁目北地区） 都市計画（素案）の概要」

５つの再開発プロジェクトにより、日本橋川沿いの連続的な水辺空間を整備
（出典）首都高速道路HP図版から東京都作成

（出典）首都高速道路HP

2040年度首都高日本橋区間の上部構造撤去予定

首都高速の地下化に合わせ日本橋川沿いに賑わいを創出するプロジェクト

日本橋一丁目
東地区

日本橋一丁目
中地区

日本橋一丁目
１・２番地区

日本橋室町一丁目
中地区

八重洲一丁目
北地区

再開発の計画はイメージです



日本橋周辺（エリアマネジメント）

（出典）「都市再生特別地区（日本橋一丁目中地区）都市計画（素案）の概要」

既存の地域組織や活動にも参加をいただきながら、行政等と連携・調整し
再開発地区の地権者らが、日本橋川沿川の施設を運営、にぎわいの創出に取り組む予定

《活動内容》

11



渋谷駅周辺（民間都市再生プロジェクトによる都市基盤の整備）
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ハチ公広場

渋谷スクランブル
スクエア東棟

渋谷ヒカリエ

渋谷ストリーム

渋谷フクラス

Shibuya Sakura Stage

渋谷スクランブルスクエア
中央・西棟（2027年度開業）

スクランブル交差点

ミヤシタパーク
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アーバンコア（縦動線）
（Shibuya Sakura Stage）

渋谷駅周辺（民間都市再生プロジェクトによる都市基盤の整備）

新南口改札

新南口改札
（Shibuya Sakura Stage）

歩行者ネットワーク
（スクランブルスクエア）

アーバンコア（縦動線）
（渋谷ヒカリエ）

水辺空間再生
(渋谷ストリーム)

至新宿
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● 地上と地下の２層デッキによりまちをつなぐ

●「アーバンコア」（縦動線）により、立体的な賑わいを一体化

渋谷駅周辺（歩行者ネットワーク）

14

多層の歩行者ネットワークの形成

デッキ動線

地上動線

地下動線
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「未来の東京」の実現に向けた重点政策方針2024
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東京グリーンビズ（２０２３年７月 新たな緑のプロジェクト 「東京グリーンビズ」を始動）
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・約6,000㎡の中央広場を含む約24,000㎡の緑地を確保

・四季ごとに表情を変える約320種の植物

・地形の高低差を活かして敷地全体

大
手
町
タ
ワ
ー

・「都市を再生しながら、自然を再生する」をコンセプトに
自然の森をパブリックスペースとして整備

・都市機能の更新と併せて、ヒートアイランド現象の緩和
や生態ネットワークの形成等を実現した、都市再生モ
デルの一つ

東
京
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
竹
芝

・地上から６階まで続く1,700㎡のスキップテラス「竹芝新
八景」はオープンスペースとして開放

・緑化に加え、都市用法や菜園活動も行い、145㎡の水

田では田植えや稲刈り、餅つきを近隣の保育園児や施
設入居者が参加するイベントとして実施。

17

都市開発における緑の創出
「東京グリーンビズ」より抜粋



「東京都のしゃれた街並みづくり推進条例」（平成15年10月1日施行）に基づく都独自の制度
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街区再編まちづくり制度



街区再編まちづくり制度（道玄坂二丁目地区）
街並み再生地区

SHIBUYA 109

百軒店エリア

滞留空間としての空地等を整備する概ねの位置

路地裏に個性ある店舗が集積

（１）地区の個性・魅力を伸ばす機能の誘導
（２）歩いて楽しいウォーカブルな歩行者空間の形成
（３）百軒店エリア・道玄坂小路沿道における魅力的な環境創出
（４）緑豊かな沿道の形成
（５）安全・安心なまちづくりの実現

旧街道らしい繁華性のある賑わい
と並木による沿道景観

整備の目標

街づくりの誘導イメージ

界隈性と種々雑多な魅力にあふれたエンタメ都市の体現を目指したまちづくりを推進

位置図
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「未来の東京」の実現に向けた重点政策方針2024



リノベーション等により地域の個性を生かした再生まちづくり

路地空間

◆個性あるエリアのイメージ

アニメ産業の集積地

歴史的な建造物古書店街

「未来の東京」戦略version up2024

専門店の集積地 ベンチャー企業などの集積地
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ご清聴ありがとうございました。




